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実施時期は2015年 9 月，内容は運動，睡眠時間に対する質問，ＢＭＩ，通院状況の 4 項目と，立
ちくらみ，頭痛，朝起きづらさ，だるさ，昼間の眠気，便秘，横になりたい，イライラする，や
る気のなさ，食欲不振，肩こり，の不定愁訴に関する質問11項目とした。不定愁訴については 1 ）
しばしば（ 1 週間に 1 度以上）感じる，2 ）時々（ 1 か月に 1 回程度）感じる，3 ）たまに（ 1
か月に 1 回程度も感じないが経験がある）感じる，4 ）感じない，の中からの選択回答とした。
配布数は87，回収率93%，有効回答数83であった。
2 . 2 　集計方法
アンケート結果の集計，検定はエクセル，IBM SPSS ver.22によった。
3．結果および考察
3 . 1 　学生の欠食状況




















表 1 に全員の平均ＳＶ数とひものカロリー数を示した。理想の食事と 6 日間の食事記録（以後
「記録」と省略する）について，対応サンプルの検定の結果，主食 t（124）=8.626, p<0.01，副菜 
t（124）=14.064, p<0.01，主菜 t（124）=10.959, p<0.01，果物 t（124）=6.076, p<0.01，乳・乳
製品 t（124）=3.955, p<0.01，およびひも t（124）=2.957, p<0.01の全ての区分において，理想よ
り実際の食事内容が，有意に摂取ＳＶ数が少なかった。ひも区分のおやつ等については大変個人
差が大きかった。また，明らかに目安量に比べて，男女ともに摂取が少ない傾向にあった。
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滋賀短大生の食生活の実態調査　その 1
図 1　理想の食事内容と 6日間の食事記録におけるＳＶ数　その 1
男子学生（ n =12），女子学生（ n =113）。　　　はバランスガイドの目安量を示す。













図 2　　理想の食事内容と 6日間の食事記録におけるＳＶ数　その 2


















外を 5 段階で充足度として表した。すなわち，表 2 に示すようにＳＶ数を段階区分し，全く摂取
していない：0 ，摂取はしているが量的に極めて少ない：1 ，目安に達していず，やや少ない：2 ，
目安量：3 ，目安量よりもやや余分に摂取：4 ，目安量を大幅にこしている：5 ，の 6 段階で表
すこととした。これにより，目安を充足しているかが表現でき，男女や異なる年齢，異なる生活
活動強度の場合も一律に比較することができると考えた。ひもに関しては200±50kcal の摂取を

























る。果物や，乳・乳製品においては，目安の 2 ＳＶはリンゴ 1 個や，牛乳コップ 1 杯程度で補え
るはずであるが，必要性を意識していないと摂取しにくいという状況が推察される。ひもの区分
に関しては菓子が主な摂取食品である。200kcal ±50kcal を適量の充足度 3 としているが，平均
を下回っており，菓子の摂取が他の料理区分の摂取に影響を及ぼしているとは考えられない程度
であった。








そのうち 4 エクササイズ以上は 3 メッツ以上の活発な運動を行うことを目標としている。
日常生活の動作は調査項目にないが，3 メッツ以上になる通学の自転車・徒歩の時間，および
クラブ等での運動時間の回答からエクササイズ概量を求めた。
図4 - 2 　運動クラブメンバーの充足度
(n=11，女性のみ )







た。ただし，最高は 1 日26エクササイズ，最低は 0 エクササイズと個人差が大変大きかった。












図 7　不定愁訴について　（ n =83）
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